
原水爆禁止世界大会

熊
本
で
豪
雨
に

よ
る
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
て

い
る
▽
本
稿
を

執
筆
し
て
い
る

８
月
13
日
時
点

で
は
、
全
自
交

熊
本
地
方
本
部
の
仲
間
と
そ
の

家
族
に
直
接
の
被
害
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
が
、
大
き
な
被
害

を
受
け
て
い
る
時
ほ
ど
確
認
に

は
時
間
を
要
す
る
。
ど
う
か
生

命
・
財
産
と
も
無
事
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
心
よ
り
祈
る
ば
か
り

だ
▽
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
熊

本
市
タ
ク
シ
ー
協
会
に
加
盟
す

る
55
社
中
21
社
で
車
両
水
没
な

ど
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
と

い
う
。
ま
た
現
地
か
ら
の
報
告

で
は
、
発
災
当
初
、
熊
本
市
内

に
二
か
所
し
か
な
い
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

ス
タ
ン
ド
が
と
も
に
水
害
に
あ

い
ガ
ス
充
填
も
ま
ま
な
ら
な
い

状
況
と
の
こ
と
で
、
経
営
に
与

え
る
影
響
も
大
き
く
な
り
そ
う

だ
▽
災
害
に
よ
っ
て
雇
用
が
失

わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
国
や

自
治
体
に
は
支
援
を
求
め
た
い

▽
先
日
に
は
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
沖

の
大
地
震
に
よ
り
日
本
の
広
範

囲
に
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
る

事
態
も
あ
っ
た
▽
乗
務
中
に
こ

の
よ
う
な
災
害
が
生
じ
た
際
に

ど
う
す
べ
き
か
。
実
車
中
と
空

車
中
、
車
で
の
避
難
が
可
能
な

場
合
と
車
を
捨
て
て
逃
げ
る
こ

と
が
必
要
な
場
合
な
ど
ケ
ー
ス

は
様
々
だ
▽
改
め
て
、
対
応
を

労
使
で
確
認
し
、
乗
務
員
と
乗

客
の
生
命
を
最
優
先
す
る
措
置

を
周
知
徹
底
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

Ｋ
・
Ｔ

最
賃
最
賃
6363
円
超
アッ
プ
へ

円
超
アッ
プ
へ

繰
り
返
さ
ぬ
加
害
と
被
害

戦後８０年  平和の誓い

核と人類は共存できない

タ
ク
シ
ー
は
全
国
で
運
賃
改
定

　

今
年
も
大
幅
に
最
低
賃
金
が
上
が
り
ま
す
。
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
は
８
月
４
日
、
全

国
加
重
平
均
で
63
円
の
目
安
額
を
決
定
。
８
月
終
盤
に
か
け
各
地
の
最
低
賃
金
が
決
ま
り

ま
す
が
、
す
で
に
10
都
県
は
確
定
し
ま
し
た
（
左
表
）。
タ
ク
シ
ー
業
界
は
賃
金
向
上
の

た
め
、
全
国
で
再
度
の
運
賃
改
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▽
２
面
に
特
集

　

最
低
賃
金
を
１
５
０
０
円
の
水

準
ま
で
上
げ
る
こ
と
は
与
野
党
で

一
致
し
た
公
約
で
あ
り
、
少
な
く

と
も
数
年
間
は
大
幅
な
引
き
上
げ

が
続
く
見
込
み
で
す
。

タ
ク
シ
ー
産
業
を
は
じ
め
と
す

る
中
小
企
業
か
ら
は
「
最
賃
の
支

払
い
が
困
難
」
と
い
う
声
も
多
く

上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
の
賃

金
は
先
進
国
の
中
で
最
低
水
準
で

あ
り
、
さ
ら
に
は
国
内
の
物
価
高

80
年
目
の
終
戦
記
念
日
の
8
月

15
日
、千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
で
、

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
主
催
す
る

「
戦
争
犠
牲
者
追
悼
、
平
和
を
誓

う
８
・
15
集
会
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。全
自
交
労
連
も
献
花
を
行
い
、

全
て
の
戦
争
犠
牲
者
に
対
し
、
不

戦
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

総
力
戦
と
な
っ
た
太
平
洋

戦
争
で
は
、
徴
用
さ
れ
た
船

員
（
商
船
や
漁
船
）
の
約
43
％
、

６
万
３
３
１
人
が
命
を
落
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
軍
人
・
軍
属
の
死
亡

率
約
20
％
を
は
る
か
に
上
回
り
ま

す
。
戦
争
で
亡
く
な
る
の
は
兵
士

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

騰
に
も
賃
上
げ
が
追
い
付
い
て
お

ら
ず
、
こ
の
国
の
未
来
の
た
め
に
、

賃
金
の
底
上
げ
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

タ
ク
シ
ー
産
業
が
生
き
残
る
た

め
に
は
、
運
賃
改
定
と
賃
金
へ
の

適
正
な
分
配
、
営
業
方
法
の
工
夫

と
公
的
支
援
の
獲
得
な
ど
に
努
め
、

持
続
的
に
賃
上
げ
が
で
き
る
環
境

を
整
え
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
地
域
間
の
賃
金
格
差
を
縮

め
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
で
す
。

下
の
表
は
中
央
審
議
会
の
目
安

額
、
上
の
表
は
実
際
に
地
方
最
低

賃
金
審
議
会
で
決
ま
っ
た
都
道
府

県
ご
と
の
最
賃
額
で
す
が
、
双
方

を
見
比
べ
る
と
、
元
々
の
最
賃
額

が
低
い
Ｂ
・
Ｃ
ラ
ン
ク
の
地
域
で

は
目
安
を
上
回
る
傾
向
が
顕
著
に

な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
徳
島
で

目
安
よ
り
34
円
も
高
い
最
賃
が
決

ま
っ
た
例
も
あ
り
ま
し
た
。

　

被
爆
80
周
年
の
節
目
と
な
る
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
、
福
島
・

広
島
・
長
崎
の
各
地
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
全
自
交
東
京
地
連
よ
り

広
島
と
長
崎
に
合
計
９
名
が
参
加

し
た
ほ
か
、
全
自
交
長
崎
県
タ
ク

シ
ー
労
働
組
合
が
運
営
側
の
一
員

と
し
て
、
長
崎
大
会
の
成
功
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

被
爆
地
を
訪
れ
た
参
加
者
は
、

核
兵
器
の
も
た
ら
し
た
被
害
と
脅

威
に
つ
い
て
実
感
を
深
め
、
す
べ

て
の
核
被
害
者
と
す
べ
て
の
戦
争

被
害
者
へ
と
黙
と
う
を
さ
さ
げ
、

再
び
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

各
国
よ
り
、
核
廃
絶
・
核
軍
縮

に
取
り
組
む
方
々
を
ゲ
ス
ト
と
し

て
招
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
、

世
界
か
ら
核
兵
器
を
な
く
す
為
の

具
体
的
道
筋
を
議
論
し
ま
し
た
。

　

広
島
大
会
に
は
日
交
労
働
組
合

よ
り
星
元
陽
副
委
員
長
ら
３
名
、

帝
都
自
動
車
交
通
労
働
組
合
よ
り

玉
川
禎
副
委
員
長
ら
２
名
が
参

加
。
長
崎
大
会
に
は
、
日
交
労
よ

り
溝
上
泰
央
委
員
長
ら
２
名
、
帝

都
自
交
労
組
よ
り
鈴
木
剛
生
書
記

次
長
ら
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

全
自
交
労
連
第
83
回
定
期
大
会（
神
奈
川
大
会
）

《
日
時
》

　

１
日
目　

２
０
２
５
年
10
月
20
日

午
後
１
時
開
始

　

２
日
目　

２
０
２
５
年
10
月
21
日

午
前
９
時
半
開
始

　

※
両
日
と
も
受
付
は
開
始
30
分
前
〜

《
会
場
》

　

横
浜
市
市
民
文
化
会
館「
関
内
ホ
ー
ル
」

　
　
　
　
　
　
　

地
下
１
階・小
ホ
ー
ル

　
　

横
浜
市
横
浜
市
中
区
住
吉
町
４

－

42

－

１

第
83
回
大
会
は
横
浜

上 広島大会・開会総会
下 長崎大会・閉会総会

立
憲
民
主
党
を
代
表
し
、不
戦
の
誓
い
を
読
み

上
げ
た
近
藤
昭一衆
議
院
議
員
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特
集
タ
ク
シ
ー
と
運
賃
改
定

　

日
本
の
タ
ク
シ
ー
の
歴
史
は
、

今
年
で
１
１
３
年
。
い
つ
の
時
代

の
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
も
、
そ
の

時
々
の
『
運
賃
制
度
』
に
生
活
を

左
右
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
か
ら
24
年
に
か

け
、
全
国
で
タ
ク
シ
ー
運
賃
改
定

が
実
現
し
ま
し
た
が
、
今
年
に
入

り
再
度
の
運
賃
改
定
の
機
運
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
（
左
表
）。
こ
の

流
れ
が
軌
道
に
乗
れ
ば
、
か
つ
て

「
２
年
ロ
ー
テ
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば

れ
た
定
期
的
な
運
賃
改
定
の
時
代

が
再
来
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

最
低
賃
金
も
物
価
も
上
昇
し
続

け
る
中
、
ハ
イ
タ
ク
労
働
者
の
待

遇
を
確
保
す
る
た
め
、
運
賃
改
定

や
迎
車
料
金
を
後
押
し
し
、
同
時

に
、
労
働
者
へ
の
適
正
な
分
配
を

求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

タ
ク
シ
ー
の
歴
史
は
、
運
賃
の

歴
史
で
あ
り
、
同
時
に
運
転
者
の

地
位
と
待
遇
を
め
ぐ
る
歴
史
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。

①仙台地区　７月
　「仙台タクシー」が新規に１回１００円
の迎車料金を申請。東北地方は「迎車料
金ゼロ」が長年にわたり全県で続いてき
たため、他県への波及が期待される。

②京都市域　７月
　大手「ヤサカグループ」や「京都相互
タクシー」が迎車料金を１回２００円から
３００円に値上げ申請。

③姫路地区　７月
　これまで迎車無料だったが、１回１００
円の迎車料金の新設を申請。

迎車料金  関連情報

タクシーの運賃と物価の推移
東京特別区　タクシー��㎞乗車時の運賃 米５㎏の小売価格（全国平均）

全 自 交 し ん ぶ ん 原則毎月15日発行２０２５年８月25日 第１２６３号（2）



都
内
で
６
千
台
に
せ
ま
る

戦
前
・
戦
後
の
タ
クシ
ー
と
運
賃

緑ナンバーで“名義貸し”⁉
増
殖
す
る「
都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー
」

▽
１
９
０
７
年
（
明
治
40
年
）

　

タ
ク
シ
ー
の
誕
生
前
夜
、
大
工

さ
ん
の
１
日
の
手
間
賃
が
１
円
の

時
代
に
、
日
本
最
初
の
「
運
転
手

付
貸
し
自
動
車
」
の
料
金
は
１
時

間
７
円
と
超
高
額
。

▽
１
９
１
２
年
（
大
正
元
年
）

　

山
手
線
１
区
間
が
５
銭
の
時

代
、
東
京
で
日
本
初
の
タ
ク
シ
ー

が
誕
生
。
メ
ー
タ
ー
料
金
は
初
乗

り
１
・６
キ
ロ
60
銭
、
加
算
０
・８

キ
ロ
10
銭
、
待
ち
料
金
５
分
10
銭

と
、
高
額
。
大
卒
の
初
任
給
15
円

に
比
べ
、
タ
ク
シ
ー
運
転
者
は

チ
ッ
プ
込
み
月
収
１
０
０
円
以
上

の
高
給
取
り
で
「
銀
行
の
支
店
長

　

い
ま
、
緑
ナ
ン
バ
ー
の
『
都
市
型

ハ
イ
ヤ
ー
』
に
よ
る
、
名
義
貸
し
疑

惑
や
二
種
免
許
不
保
持
者
の
乗
務
疑

惑
な
ど
、
不
適
正
営
業
の
疑
い
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
全
自
交
労
連
本
部
に
は
大

阪
市
阿
倍
野
区
在
住
の
一
般
市
民
の

女
性
よ
り
一
件
の
相
談
の
電
話
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
女
性
の
自
宅
周
辺

は
、
民
泊
の
特
区
に
指
定
さ
れ
て
お

り
「
朝
も
夜
も
、
家
の
前
の
道
に
ハ

イ
ヤ
ー
が
出
入
り
し
、
長
時
間
停
車

し
て
い
て
、
歩
行
者
も
自
転
車
も
出

に
く
い
。
方
向
転
換
の
た
め
に
人
の

家
の
駐
車
場
に
入
っ
て
く
る
時
も
あ

る
。
近
く
の
大
通
り
沿
い
に
も
何
台

も
ハ
イ
ヤ
ー
が
駐
停
車
し
て
い
る
」

と
言
い
ま
す
。
ま
た
「
ハ
イ
ヤ
ー
と

い
う
と
、
制
服
を
着
て
ビ
シ
ッ
と
し

た
イ
メ
ー
ジ
だ
け
ど
、
家
の
近
所
に

止
ま
っ
て
い
る
ハ
イ
ヤ
ー
の
運
転
者

は
ラ
フ
な
私
服
で
、
言
葉
も
中
国
語

し
か
話
さ
な
い
よ
う
だ
。
乗
客
は
中

国
人
で
、
大
き
な
ト
ラ
ン
ク
を
積
ん

で
民
泊
か
ら
送
迎
を
し
て
い
る
。
普

通
の
緑
ナ
ン
バ
ー
と
は
思
え
な
い
。

本
当
に
二
種
免
許
を
も
っ
て
い
る
の

か
と
思
う
。
国
は
、
こ
う
い
う
怪
し

い
緑
ナ
ン
バ
ー
の
こ
と
を
き
ち
ん
と

調
べ
て
取
り
締
ま
っ
て
ほ
し
い
。
迷

惑
な
規
制
緩
和
な
ん
か
い
ら
な
い
、

タ
ク
シ
ー
で
稼
げ
る
よ
う
に
し
て
タ

ク
シ
ー
を
増
や
し
て
」
と
い
う
内
容

で
し
た
。

　

ま
た
、
全
自
交
京
都
地
連
の
櫻
井

邦
広
執
行
委
員
長
は
７
月
、
京
都
の

都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー
台
数
が
１
年
で
５

倍
に
増
え
た
こ
と
や
、
名
義
貸
し
の

疑
惑
な
ど
に
触
れ
、
制
度
の
検
証
を

求
め
る
意
見
を
全
自
交
関
西
地
連
の

機
関
紙
に
寄
稿
し
ま
し
た
。

　
「
都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー
」
は
、
改
正

タ
ク
シ
ー
特
措
法
の
台
数
規
制
の
枠

外
と
な
っ
て
お
り
、
自
由
に
新
規
許

可
や
増
車
が
で
き
る
た
め
、
こ
こ
数

年
で
事
業
者
数
も
台
数
も
急
増
。
外

国
人
観
光
客
の
多
い
都
市
部
で
は
、

こ
の
よ
う
な
『
都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー
』

の
怪
し
い
運
行
実
態
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

業
界
紙
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
関
東
運

輸
局
の
管
内
で
は
、今
年
３
月
末
現
在
、

４
１
５
社
の
６
８
２
３
台
が
都
市
型
ハ

イ
ヤ
ー
の
営
業
許
可
を
得
て
お
り
、
わ

ず
か
１
年
の
間
に
82
社
１
９
２
１
台
も

の
増
加
を
記
録
。
４
１
５
社
６
８
２
３

台
の
う
ち
２
６
８
社
５
６
１
２
台
が
東

京
特
別
区
・
武
三
に
集
中
し
て
い
ま

す
。
ま
た
大
阪
府
で
も
66
社
９
０
１
台

の
都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー
が
存
在
す
る
よ
う

で
す
。

　

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
「
都
市
型
ハ
イ

ヤ
ー
」
は
台
数
規
制
の
対
象
外
な
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
と
の
起
こ
り
は

２
０
１
４
年
、
改
正
タ
ク
シ
ー
特
措

法
が
施
行
さ
れ
た
当
時
に
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。
当
時
の
ル
ー
ル
で
は
、
全

て
の
ハ
イ
ヤ
ー
は
タ
ク
シ
ー
と
違
っ

て
台
数
規
制
の
対
象
外
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
配
車
ア
プ
リ
を

通
じ
て
、
ま
る
で
タ
ク
シ
ー
の
よ
う

に
ハ
イ
ヤ
ー
を
配
車
す
る
サ
ー
ビ
ス

が
登
場
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
規
制

の
抜
け
穴
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
１
日
以
上
の

専
属
契
約
ま
た
は
２
時
間
以
上
の
運

送
契
約
を
前
提
と
し
た
ハ
イ
ヤ
ー
を

「
都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー
」、
短
時
間
の
運

送
が
で
き
る
ハ
イ
ヤ
ー
を
「
そ
の
他

ハ
イ
ヤ
ー
」、
に
区
別
し
「
そ
の
他

ハ
イ
ヤ
ー
」
を
タ
ク
シ
ー
と
同
じ
台

数
規
制
の
枠
内
に
入
れ
ま
し
た
。
つ

ま
り
は
、「
都
市
型
な
ら
い
く
ら
で

も
増
や
し
て
い
い
」
と
い
う
趣
旨
で

は
な
く
、「
タ
ク
シ
ー
の
需
給
に
直

接
影
響
し
な
い
ハ
イ
ヤ
ー
の
み
増
車

を
認
め
る
」
と
い
う
の
が
制
度
の
趣

旨
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に「
も
っ
と
も
ハ
イ
ヤ
ー

　

本
来
、
違
法
・
不
適
正
な
営
業
を

取
り
締
ま
る
の
は
行
政
の
役
割
で

す
。
し
か
し
、
雨
後
の
タ
ケ
ノ
コ
の

よ
う
に
増
え
る
都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー
の

事
業
者
数
に
比
し
て
、
運
輸
支
局
の

監
査
人
員
は
全
く
不
足
し
て
お
り
、

実
態
解
明
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
純
然
た
る
白
タ

ク
と
は
異
な
り
、
緑
ナ
ン
バ
ー
を
付

け
て
い
る
以
上
、
警
察
が
取
り
締
ま

る
こ
と
も
困
難
で
す
。

　

全
自
交
労
連
の
ハ
イ
ヤ
ー
部
会
は

以
前
か
ら
都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー
の
実
態

解
明
と
規
制
強
化
を
求
め
て
き
ま
し

た
が
、さ
ら
に
強
く
再
規
制
を
求
め
、

運
動
を
強
化
し
ま
す
。

　

ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
は
人
の
命

を
乗
せ
て
走
る
仕
事
で
す
。
経
営
者

が
日
本
人
で
あ
れ
外
国
人
で
あ
れ
、

適
正
に
法
令
を
守
っ
た
運
行
を
求

め
、
乗
客
の
命
と
安
全
を
守
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

都
内
で
新
規
許
可
を
受
け
た
事
例
の

中
に
は
、
事
業
所
の
所
在
地
が
ア

パ
ー
ト
の
一
室
と
な
っ
て
い
る
例
も

あ
り
、
適
正
な
事
業
運
営
を
行
っ
て

い
る
の
か
疑
念
を
持
た
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

ら
し
い
ハ
イ
ヤ
ー
」
が
本
来
の
都
市

型
ハ
イ
ヤ
ー
で
あ
り
、
今
も
都
市
型

ハ
イ
ヤ
ー
と
し
て
健
全
に
営
業
し
て

い
る
企
業
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、「
新
規
許
可
・
増
車
が
で
き

る
」と
い
う
点
の
み
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
た
結
果
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
は
行
政
書
士
等
の
「
都
市
型
ハ

イ
ヤ
ー
開
業
支
援
」
を
う
た
う
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が
溢
れ
、
本
来
の
規
制
の

趣
旨
と
は
違
う
形
の
「
都
市
型
ハ
イ

ヤ
ー
」
が
急
増
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

以
上
」
と
も
言
わ
れ
た
。

▽
１
９
２
５
年
（
大
正
14
年
）

大
阪
で
市
内
均
一
１
円
タ
ク

シ
ー
が
運
行
開
始
。
３
年
後
に
は

東
京
で
も
市
内
均
一
１
円
が
走
り

出
し
主
流
に
。
金
融
恐
慌
、
昭
和

恐
慌
と
続
く
大
不
況
の
時
代
で
あ

り
、
値
下
げ
交
渉
や
客
の
奪
い
合

い
は
当
た
り
前
。「
円
タ
ク
」
の
は

ず
が
50
銭
、
30
銭
に
な
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
だ
っ
た
。
タ
ク
シ
ー
運

転
者
の
待
遇
は
悪
化
。
営
業
権
の

名
義
貸
し
や
日
雇
い
も
あ
っ
た
。

▽
１
９
３
８
年
（
昭
和
13
年
）

　

業
界
待
望
の
メ
ー
タ
ー
運
賃
が

復
活
。初
乗
り
２
キ
ロ
30
銭
な
ど
。

一
方
で
戦
時
統
制
も
進
み
、
ガ
ソ

リ
ン
の
配
給
切
符
制
や
流
し
禁
止

な
ど
の
規
制
も
か
か
っ
た
。

▽
１
９
５
２
年
（
昭
和
27
年
）

戦
後
初
の
運
賃
改
定
。
初
乗
り

２
キ
ロ
１
０
０
円
な
ど
車
種
に
よ

る
３
段
階
。
し
か
し
次
の
運
賃
改
定

ま
で
は
12
年
間
も
の
期
間
が
生
じ
、

そ
の
間
、
低
賃
金
に
苦
し
み
、
過

酷
な
ノ
ル
マ
に
追
わ
れ
た
乗
務
員

の
無
謀
運
転
は
「
神
風
タ
ク
シ
ー
」

と
呼
ば
れ
、
社
会
問
題
と
な
っ
た
。

当
時
の
タ
ク
シ
ー
経
営
者
に
よ
る

「
運
転
手
な
ん
て
ゲ
タ
だ
よ
。
ハ
ナ

オ
が
切
れ
た
ら
す
げ
か
え
る
よ
り
、

新
し
い
の
を
買
っ
た
方
が
安
上
が

り
」
と
い
う
言
葉
は
当
時
の
状
況

を
よ
く
表
し
て
い
る
。

▽
１
９
７
０
年
（
昭
和
45
年
）

　

乗
車
拒
否
の
多
発
な
ど
を
背
景

に
、
運
転
者
の
待
遇
改
善
を
目
的

と
し
て
時
間
距
離
併
用
制
、
深
夜

早
朝
割
増
の
導
入
を
含
む
大
幅
な

運
賃
改
定
が
実
現
。
以
降
約
20
年

間
、
２
〜
３
年
ご
と
に
運
賃
改
定

が
あ
る
「
２
年
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

時
代
」
が
続
い
た
。

▽
１
９
９
２
年
（
平
成
４
年
）

　

全
自
交
を
は
じ
め
と
す
る
労
働

側
団
体
と
、
東
京
や
神
奈
川
の
ハ

イ
タ
ク
協
会
は
、
運
賃
改
定
に
当

た
り
「
労
働
条
件
改
善
分
を
確
実

に
還
元
す
る
」
内
容
で
労
使
の
団

体
協
定
を
締
結
し
た
。

▽
１
９
９
０
年
代
初
頭
〜

　
２
０
０
０
年
代

　

バ
ブ
ル
崩
壊
と
規
制
緩
和
の
大

波
の
な
か
、
下
限
割
れ
運
賃
、
ワ

ン
コ
イ
ン
、
５
・
５
遠
割
な
ど
タ

ク
シ
ー
の
安
売
り
競
争
が
激
化
。

タ
ク
シ
ー
運
転
者
は
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
の
代
名
詞
と
な
る
。

▽
２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）

　

全
自
交
労
連
は
、
ダ
ン
ピ
ン
グ

運
賃
を
認
可
し
た
国
の
責
任
を
追

及
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
、
通

称
「
全
自
交
裁
判
」
を
提
訴
。
タ

ク
シ
ー
の
低
賃
金
を
社
会
問
題
と

し
て
世
論
に
訴
え
、
再
規
制
へ
の

流
れ
を
つ
く
っ
た
。

▽
２
０
０
７
年
（
平
成
19
年
）

　

東
京
で
は
15
年
ぶ
り
の
運
賃
改

定
。
国
交
省
は
改
定
の
増
収
分
が

運
転
者
の
待
遇
改
善
に
担
保
さ
れ

る
よ
う
、
審
査
基
準
を
改
正
。
92

年
に
続
き
、
東
京
ハ
イ
タ
ク
労
働

６
団
体
は
東
旅
協
と
、
労
働
条
件

改
善
に
関
す
る
確
認
書
を
締
結
。

▽
２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）

改
正
タ
ク
特
措
法
で
公
定
幅

運
賃
制
度
が
ス
タ
ー
ト
。
下
限

割
れ
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
運
賃
が
違

法
と
な
る
。

▽
２
０
２
２
年
（
令
和
４
年
）

10
数
年
ぶ
り
の
運
賃
改
定
ラ
ッ

シ
ュ
。
25
年
ま
で
に
全
国
全
地
域

で
運
賃
改
定
が
取
り
組
ま
れ
た
。

▽
２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）

再
度
の
運
賃
改
定
。
２
年
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
時
代
の
再
来
な
る
か
。

一
般
市
民
の
告
発

都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー
と
は
？

一
刻
も
早
く
再
規
制
を

昭和２年、東京で走り始めた市内均一１円の「円タク」。当時は助手
席に助手が乗るツーマン運行。助手は修理や客引き役を務めた。

ハイタク労働者の待遇改善闘争は、戦後に労働組合を通じ
て本格化。１９５９年には、東京のタクシー会社「メトロ交通」
の賃上げ闘争（３７８日スト）で、大阪本社と直接交渉するた
め８１台のタクシーが東京からデモ走行し大阪城で集会を
開いた。
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